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森林法（昭和 26 年６月 26 日付 法律第 249 号）に基づき、地域森林計画書を変更す

る。 

なお、地域森林計画の変更は、令和７年４月１日にその効力を生ずるものとする。 

 

 

変更理由 

① 森林の転用、編入等に伴う計画の対象とする森林の区域と面積の変更 

② 木材生産目標等を勘案した人工造林に関する指針及び植栽本数一覧表の追記 

③ 市町村の林道計画の変更に伴う林道の開設及び拡張に関する計画の変更 
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Ⅱ 計画事項 
第１ 計画の対象とする森林の区域 

  町村別森林面積（単位：ha） 

町  村  名 面   積 備   考 

上 松 町 4,958 増  0ha 

南 木 曽 町 6,115  

木 曽 町 30,177  

木 祖 村 4,982  

王 滝 村 3,864  

大 桑 村 4,870 減  -1ha 

計 画 区 総 数 54,966 減  -1ha 

注）１ 計画の対象とする森林の区域は、森林計画図において表示する区域内の民有林とする。 

２ 森林計画図は、木曽谷地域森林計画区に含まれる地域の町村役場及び長野県林務部森林政策課、木

曽地域振興局において閲覧できる。 

３ 面積は四捨五入のため各項の加算値と総数は必ずしも一致しない。 

４ 地域森林計画の対象となる民有林（次の（１）の事項については保安林及び保安施設地区の区域内

の森林並びに海岸法（昭和 31 年法律第 101 号）第 3条の規定により指定された海岸保全区域内の森

林を除き、次の（３）の事項については保安林及び保安施設地区の区域内の森林を除く。）は、次の

(1)～(4)までの事項の対象となる。 

(1) 森林法（昭和 26 年法律第 249 号）第 10 条の 2第 1項の開発行為の許可 

(2) 森林法第 10 条の 7の 2第 1 項の森林の土地の所有者となった旨の届出 

(3) 森林法第 10 条の 8第１項の伐採及び伐採後の造林の届出 

(4) 森林法第 191 条の 4第１項の林地台帳 
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【計画の対象とする森林の区域図】  
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第３ 森林の整備に関する事項 
 

２ 造林に関する事項 

(1) 人工造林に関する指針 

    イ 人工造林の標準的な方法に関する指針 

① 人工造林の対象樹種及び植栽本数 

植栽木は、適地適木を旨とし、苗木や品種の特性を踏まえて選定を行います。 

植栽本数は、表３－６の植栽本数を標準として、多様な施業体系や木材生産目

標等を考慮し、疎仕立てでは一般材・合板材等、中庸仕立てでは優良材・大径材

等を生産することを目標として検討します。 

なお、効率的な施業の実施の観点から技術的合理性に基づき、現地の状況に

応じた植栽本数について配慮しつつ、低密度植栽（疎仕立て）の導入に努める

こととします。 

また、伐採から造林までの一貫作業の導入を進め活着率の高いコンテナ苗の

使用や、下刈回数を少なくするため大苗の使用し、低コスト化を図るものとしま

す。 

これらを踏まえて、植栽木とその植栽本数を決定します。 

【表 3-6】樹種別の植栽本数一覧表 

仕立て方法 
スギ ヒノキ アカマツ カラマツ 

その他 

針葉樹 
広葉樹 

ha当たりの植栽本数（本）目安 

疎仕立て 1,500 ― ― 1,500 ― ― 

疎仕立て～ 

中庸仕立て 
2,000 2,000 2,000 1,800 2,000 ― 

中庸仕立て 3,000 3,000 3,000 2,300 3,000 3,000 

       ※注：保安林にあっては、指定施業要件に定める植栽本数以上を行うとします。 

 

 



4 林道の開設及び拡張に関する計画
(1)総括表

(単位  延長；m)

前　期 後　期 計 前　期 後　期 計 前　期 後　期 計 前　期 後　期 計

計画区計 75 141,600 90,900 232,500 10 3,400 10,700 14,100 計画区計 [385] 76 7,737 11,110 18,847 49 16,421 40,800 58,221

木曽地区計 75 141,600 90,900 232,500 10 3,400 10,700 14,100 木曽地区計 [385] 76 7,737 11,110 18,847 49 16,421 40,800 58,221

上松町 8 500 3,500 4,000 1 2,000 0 2,000 上松町 [100] 11 1,065 1,400 2,465 7 1,700 4,700 6,500

南木曽町 15 400 8,400 8,800 0 南木曽町 [36] 11 550 2,550 3,100 9 740 5,400 6,140

木曽町 33 28,900 30,900 59,800 8 400 9,700 10,100 木曽町 [117] 21 3,380 2,700 6,080 16 4,700 19,700 24,400

木祖村 9 10,400 2,900 13,300 0 木祖村 [77] 17 1,030 2,610 3,640 5 3,281 3,500 6,781

王滝村 7 0 5,600 5,600 0 王滝村 [18] 6 592 650 1,242 5 0 4,000 4,000

大桑村 3 400 1,600 2,000 1 1,000 1,000 2,000 大桑村 [37] 10 1,120 1,200 2,320 7 6,000 4,500 10,500

林道計※ 75 40,600 52,900 93,500 10 3,400 10,700 14,100

森林作業道 101,000 38,000 139,000

※　林道計には林業専用道の新設が含まれます。

.

樹立

開　設　（新　設） 開　設　（改　築）

樹立

・

拡　張　（舗　装）

路
線
数

路　線　延　長
路
線
数

路　線　延　長
路
線
数

[

箇
所
数
］

路　線　延　長
路
線
数

路　線　延　長

拡　張　（改　良）

7
8



(4)   路網計画  拡張(改良）路線別表

((24))
上松町 [3] (435) 法面保全

吉 野 東 野 25 533 ○ 02146 局部改良
[2] (389) 法面保全

倉 本 40 271 ○ 02147 局部改良
[19] (2,763) 法面保全

木 曽 駒 山 麓 400 1,323 01034 局部改良
[7] (344) 法面保全

台 ヶ 峰 300 599 02100 局部改良
[22] 法面保全

松 山 250 159 ○ 40015 局部改良
[12] 法面保全

山 室 250 175 ○ 04765 局部改良
[7] (255) 法面保全

肥 沢 250 97 ○ 03374 局部改良
((5))

[7] 法面保全
藤 久 保 250 102 40016 局部改良

((54))
[7] 法面保全

万 路 250 60 40375 局部改良
[7] 法面保全

巾 ノ 津 250 144 ○ 04551 局部改良
[7] 法面保全

大 畑 200 52 40017 局部改良
計11路線
計100箇所 2,465

前期 1,065
計 後期 1,400

((20))
南木曽町 [5] (445) 法面保全

長 根 650 308 02150 局部改良
[2]

摺 鉢 100 590 02072 法面保全
[2] 法面保全

橋梁改良
越 野 150 53 ○ 04499 局部改良

[4]
袖 山 200 102 40267 法面保全

((6)) 橋梁改良
[5] 法面保全

細 野 山 200 268 ○ 03119 局部改良
[4] 法面保全

西 山 200 103 40511 局部改良
[2]

日 向 平 100 95 40021 法面保全
[2] 局部改良

秋 葉 山 200 56 ○ 40022 法面保全
[3]

奥 向 夏 虫 200 41 05389 法面保全
[2] (64)

恋 路 峠 100 117 04866 法面保全
5 法面保全

田 の 沢 1,000 57 40553 局部改良

          （ 単位　延長：m、面積：ha ）

開
設
拡
張
別

種
別

区
分

位　　　置

　路　線　名
箇所数

及び延長
利用区
域面積

前半
5ヵ年
の計画
箇所

路線番号 備  考

拡
張
（

改
良
）

自
動
車
道

林
道

木
曽

地
区
名

町村名
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          （ 単位　延長：m、面積：ha ）

開
設
拡
張
別

種
別

区
分

位　　　置

　路　線　名
箇所数

及び延長
利用区
域面積

前半
5ヵ年
の計画
箇所

路線番号 備  考地
区
名

町村名

計11路線
南木曽町 計36箇所 3,100

前期 550
計 後期 2,550

法面保全
木曽町 [10] (2,763) 局部改良

木 曽 駒 山 麓 200 1,323 01034 旧木曽福島町

法面保全
橋梁改良

[14] (1,279) 局部改良
熊 沢 幸 沢 2,000 3,066 ○ 01061 旧木曽福島町

[2] 法面保全
八 久 保 峠 50 173 ○ 04946 旧木曽福島町

((29)) 法面保全
[6] (436) 局部改良

渡 沢 鳥 居 峠 300 1,620 01033 旧日義村
法面保全

[4] (248) 局部改良
砂 ヶ 瀬 150 259 02073 旧日義村

[1] 法面保全
御 馬 沢 50 167 03109 旧日義村

[2] 法面保全
徳 音 寺 100 86 40013 旧日義村

法面保全
((33)) 橋梁改良

[6] (2,712) 局部改良
月 夜 沢 250 1,037 ○ 01036 旧開田村

[2] 局部改良
把 の 沢 30 265 ○ 03128 旧開田村

[1] 局部改良
栃 洞 50 158 04664 旧開田村

法面保全
[5] 局部改良

折 橋 200 183 04512 旧開田村
法面保全

[5] 局部改良
鵜 類 沢 800 92 04594 旧開田村

法面保全
[10] 局部改良

本 洞 300 1,083 ○ 02086 旧三岳村
[5] (23) 法面保全

台 ケ 峰 支 200 85 40100 旧三岳村
法面保全
橋梁改良

[8] ((8)) 局部改良
西 沢 200 286 ○ 03268 旧三岳村

[6] 法面保全
沢 頭 200 221 03130 旧三岳村

[3] (113) 法面保全
唐 沢 100 03259 旧三岳村

[5] 局部改良
沢 渡 200 203 ○ 03130 旧三岳村

法面保全
橋梁改良

[6] 局部改良
大 沢 300 339 ○ 03132 旧三岳村

法面保全
[15] 局部改良

木 樽 350 197 03243 旧三岳村
橋梁改良
法面保全

[1] 局部改良
東 又 50 492 ○ 02087 旧三岳村
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          （ 単位　延長：m、面積：ha ）

開
設
拡
張
別

種
別

区
分

位　　　置

　路　線　名
箇所数

及び延長
利用区
域面積

前半
5ヵ年
の計画
箇所

路線番号 備  考地
区
名

町村名

計21路線
木曽町 計117箇所 6,080

前期 3,380
計 後期 2,700

[6] (597) 法面保全
木祖村 塩 沢 200 619 02151 局部改良

((103))
[7] (4,921) 法面保全

鉢 盛 山 200 356 01035 局部改良
[8] 法面保全

薄 林 250 135 ○ 03124 局部改良
[4] 法面保全

大 笹 沢 200 228 03123 局部改良
[1]

宮 沢 30 187 03107 法面保全
[2]

床 並 270 39 ○ 04501 法面保全
[5]

中 の 小 屋 100 57 04845 法面保全
[3] 法面保全

奈 良 の 平 110 92 04846 局部改良
[9] 法面保全

薮 原 310 92 ○ 40010 局部改良
[2]

水 木 沢 110 94 03379 法面保全
[6] (145) 法面保全

池 の 平 大 原 200 205 ○ 03070 局部改良
[3]

野 中 池 の 沢 50 198 03381 法面保全
[3] 法面保全

箕 輪 沢 150 147 04943 局部改良
[1]

木 山 沢 30 174 03378 法面保全
[1]

山 戸 翁 像 160 65 40011 法面保全
[9]

栗 谷 沢 線 525 326 03502
[7]

薄 林 支 線 745 55 40566 支線
計17路線
計77箇所 3,640

前期 1,030
計 後期 2,610

[1] 法面保全
王滝村 王 滝 100 137 02096 局部改良

((12)) 橋梁改良
[3] (66) 法面保全

樽 沢 512 783 ○ 02159 局部改良
[1]

溝 口 80 198 ○ 03031 法面保全
[5] (48)

千 沢 200 107 03112 法面保全
[5] 法面保全

倉 越 200 86 04519 局部改良
[3]

瀬 戸 川 150 50 04552 法面保全
計6路線
計18箇所 1,242

前期 592
計 後期 650
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[2] (237)
大桑村 松 渕 沢 50 309 02099 法面保全

[4] (237) 法面保全
松 渕 深 沢 570 336 ○ 02102 局部改良

((3)) 橋梁改良
[6] 法面保全

野 尻 与 川 300 1,022 ○ 02153 局部改良
[2]

八 ヶ 沢 200 94 05231 法面保全
[4]

越 坂 200 71 04493 法面保全
[5]

赤 ン 田 250 61 04767 法面保全
[3]

除 木 戸 200 77 03127 法面保全
[1] ((3))

神 戸 沢 除 木 戸 50 107 03114 法面保全
((15))

[5] (89) 法面保全
殿 250 306 ○ 03113 局部改良

[5] (64)
大桑村 恋 路 峠 250 117 04866 法面保全

計10路線
計37箇所 2,320

前期 1,120
計 後期 1,200

計76路線
計385箇所 18,847

前期 7,737
後期 11,110

計76路線
計385箇所 18,847

前期 7,737
後期 11,110

※ 本表の利用区域欄の(　)内の数字は国有林面積を、((　))内の数字は官行造林地面積を表す。
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